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３要旨

 タバコの育苗ポット内に、生育に必要とする窒素分を肥効調節型肥料で全量施肥し、ほ場への施
肥作業の省力化、局所施肥及び溶出期間の選択による施肥効率の向上と環境負荷軽減を目指し試
験を行った。供試ポットは、25穴ビニポット及び生分解性エコパームポット（25穴相当）、供試肥料は
LPｺｰﾄS60、施肥量は窒素成分で1.4kg/a、1.0kg/a（慣行育苗区は1.8kg/a、1.4kg/a）とした。LPｺｰﾄ
S60施肥区は育苗中の追肥を行わなかった。

（１）  移植苗の生育は、ポット内施肥区に比べ慣行育苗区が勝った。ポット内施肥区では、施肥量が多
いと生育が抑制された。

（２）  移植適苗の割合は、慣行育苗、ポット施肥（ビニポット）、ポット施肥（エコパームポット）の順に多か
った。ポット内施肥区では、施肥量の少ない区で適苗が多い傾向にあった。

（３）  根鉢形成の割合は、慣行育苗、ポット施肥（ビニポット）、ポット施肥（エコパームポット）の順に良い
傾向にあった。ポット内施肥量の少ない区は施肥量の多い区に比べ、根鉢形成割合が高い傾向を
示したが、窒素成分1.0kg/aにおいても、25穴ビニポットで55％及びエコパームポットで35％であっ
た。エコパームポットを用いることで、肥料こぼれのない移植作業が可能となるが、根鉢形成がビニ
ポットより劣ることがわかった。

（４）  移植後の生育は、慣行育苗区、ポット施肥（ビニポット）、ポット施肥（エコパームポット）の順に生育
がよかった。

（５）  収量は、慣行育苗区、ポット施肥（ビニポット）、ポット施肥（エコパームポット）の順に多い傾向にあ
った。また、有意な差ではないが、ポット内施肥量の多い区で収量が多い傾向にあり、窒素成分
1.4kg/aのビニポットとエコパームポットで、10ａ当たり収量は256.8kgと240.7kg、kg当たり単価は1,784
円と1,846円であった。この値は、対照区と比べると41.9～58kgの収量減となるが、本年の県内収量
（10ａ当たり収量は 253kg、kg当たり単価は1,759円）に近い値を示した。
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